楽天ブルペンを支える優勝請負人・斎藤隆の献身

山村宏樹●文　text by Ymamamura Hiroki

　昨シーズン限りで現役を引退した山村宏樹です。私は1995年にドラフト1位で阪神に入団し、2000年から近鉄でプレイしました。そして2004年の球団消滅後、分配ドラフトで楽天へ。いま思えば運良く、楽天の初年度から関わることができました。あれから９年、ついに初優勝のチャンスがやって来ました。ジョーンズ、マギーの加入、田中将大の20連勝など、好調の原因はたくさんあります。その中で、私が変わったなと思うのがブルペンです。特に、斎藤隆投手の加入はとても大きかったと思います。実際、斎藤投手は楽天ブルペンに何をもたらしたのでしょうか。
今シーズン、生まれ育った仙台で８年ぶりの日本球界復帰を果たした楽天の斎藤隆投手。７年間メジャーで培った経験を、惜しげもなく若手選手たちに伝えている姿がとても印象的です。今や優勝を経験した選手が少ない楽天にとって、欠かせない存在になっています。
実は私も、現役時代は斎藤投手と一緒に自主トレをさせてもらい、たくさんのことを学びました。トレーニングのやり方や食事法、コンディショニングの整え方など、本当にいろんなことを教えていただきました。何気ない会話にも多くのヒントが隠されていて、ひと言ひと言を聞き逃すまいと、いつも真剣に耳を傾けていました。
　私も経験があるのですが、ベテランの方々はコーチの人とは違ったアドバイスをくれるので、とても貴重なんです。斎藤投手のような選手がひとりいてくれるだけで、雰囲気がまったく違う。おそらく選手たちが「斎藤隆効果」をいちばん肌で感じていると思います。そこで何人かの選手に話を聞いてみました。

　現在、楽天の投手リーダーである小山伸一郎は、存在感の大きさを挙げました。

「投手陣の中で、唯一優勝争いの経験があるのが隆さん。ブルペンでは、選手たちがバタバタしないようにいつも声を掛けてくれます。技術的なアドバイスをくれる時もあれば、笑わせてリラックスさせてくれたり。本当に頼もしい存在です」
　今季、抑えとしてスタートした青山浩二も、斎藤投手からのアドバイスを忠実に守っているひとりです。
「これまでは打たれたらどうしよう、絶対に点を与えてはいけないと思ってマウンドに上がっていたのですが、隆さんから『結果よりも、自分のベストのピッチングをすることを考えた方がいい』と言われました。以来、そこだけに集中しています。気持ちの部分で、だいぶ余裕が生まれました」
　斎藤投手の球を受けるキャッチャーの嶋基宏は、次のように語ってくれました。

「マウンドでの集中力が全然違います。シーズンが進むにつれて、より鋭さが増している感じがします。開幕当初より球速も上がっていますし、スライダーのキレも出てきています。間合いの取り方も絶妙で、マウンド捌きはさすがですね。まだまだボールに力がありますし、本当に頼りになります」
　斎藤投手がチームに加わってから、ブルペンの雰囲気はどう変わったのか。ブルペン捕手を務める長坂健司に聞いてみると、このような答えが返ってきました。

「ブルペンでの会話が増えましたね。それによって、極端に緊張することもなくなり、かといって気持ちが緩むこともない。とてもいい雰囲気です。隆さんは若い選手に試合を見ながらよくアドバイスをしています。配球であったり、準備のタイミングであったり、いろんなことを教えてくれています。隆さんが来てから、どんな状況になっても慌てることはなくなりました。いてくれるだけですごい安心感があります」

　Kスタの時はいつも練習の様子を見ていますが、斎藤投手はとにかく元気。それにランニングはフォームを確認しながら集中してやっていますし、キャッチボールもものすごく丁寧に行ないます。短時間ではありますが、中身の濃い練習をしているのが印象的です。
　シーズン当初は、相手の流れを食い止める役割でしたが、後半に入り、セットアッパー、クローザーを務めることが多くなってきました。ただ、投げる場所は変わっても、ピッチングのスタイルやリズムはまったく変わっていません。

　本拠地のマウンドに上がる時のファンの歓声がすごくて、余裕がなくなってしまいそうな時があるのですが、斎藤投手を見る限り、その心配はなさそうです。どんな時も冷静で、さすが数々の修羅場を経験してきただけのことはあります。
　とにかく、これから優勝に向けて斎藤投手に求められるのは、いかに選手を落ち着かせることができるかでしょう。これまでにない緊張感を味わうでしょうし、プレッシャーもどんどんかかってくる。メジャーリーグでも「ポストシーズン請負人」と呼ばれた斎藤投手。悲願の初優勝に向けて、魂の投球はもちろん、精神的支柱としても頑張ってほしいです。
